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あとがき
　2 月には節分があり，後醍醐天皇の息子，護良親
王と関係が深い鎌倉宮では毎年恒例の豆まきが行
われ，壇上から私も豆をまいた。鎌倉には源頼朝や
北条家，その家臣らの菩提寺が多くあることは皆さ
んもご存知であろう。多くの観光客は鎌倉八幡宮へ
のお参りはされるが，ここへ足を伸ばす人は少な
い。夢窓国師で有名な瑞泉寺や竹林で有名な報国寺
にも足を伸ばされることをお勧めしたい。
　今回の特集は ADPKD である。当院腎臓内科には
ADPKD の専門外来があり，200 名ほどの方々が診
療登録されている。普段からこの領域の治療は CKD
疾患の中では最も進歩が遅れていると思っている。
何より大きくなった囊胞のために生活の質が侵さ
れる。これは大変辛いと思う。加えて，診断されな
くてもよかったのに診断されることもあり，遺伝診
療外来との連携によって本人ならびに家族のケア
も大切となる。合併症では，囊胞内感染や動脈瘤な
ども気をつけなくてはならない。尿路感染や囊胞内
感染は難渋することになり，言うまでもなく泌尿器
科医との連携が重要となる。当院では ADPKD 患者
の腎移植も行っているが，肝臓もやられると肝腎同
時移植が必要となるが，これができないのが辛い。
成因に関してPKD1やPKD2以外の遺伝子もわかっ
てきている。当院での検討では，幸いこの疾患の囊
胞増大に大きく関わる遺伝子がわかった。囊胞増大
抑制のための治療法の進歩が大きく期待される。腸
腎関連でも，当院では CKD との関連として，シン
バイオティクス研究がなされているなど興味は尽
きない。
　年度が終わろうとしている。この一年のさまざま
な分野における反省を元に，新人を迎える４月に向
けての準備に追われる毎日である。
 小林　修三
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